
経営比較分析表（令和6年度決算）
宮崎県　三股町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置 25,684 110.02 233.45 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

　人口減少により給水収益の大きな増加が見込めな
い状況にある一方で、維持管理費等が今後さらに増
加していくと考えられます。
　常に安全で良質な水を安定して供給するために、
漏水調査や漏水多発管の更新を進め有収率の向上に
努めていくことはもとより、資産の更新・整備を計
画的に推進し、経常費用の削減に努め、限られた財
源の重点的かつ効率的な配分により健全経営を目指
していきます。

956.02 【】 令和6年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 74.89 99.91 2,640 25,564

全体総括

26.74

①経常収支比率は100％を超え、類似団体平均を
16.34ポイント上回っており、維持管理費用等を賄
える健全な経営を維持できている。
②累積欠損金比率は、引き続き0％である。
③流動比率は、100％を超え昨年度より59.01ポイン
ト増加した。類似団体平均を上回っており、引き続
き計画的な執行で経営健全化を図っていきたい。
④企業債残高対給水収益比率は類似団体平均値を
154.37ポイント下回った。今後も起債予定は無く、
償還残高は年々減少していく見通しである。
⑤料金回収率は、昨年度より1.11ポイント減少した
ものの類似団体平均より19.63ポイント高くなって
いる。今後も費用削減を意識し健全経営を図ってい
く。
⑥給水原価は、類似団体と比べ74.16円低く、安価
で提供できている。今後も継続していけるように投
資の効率化や維持管理費の削減等、経営改善の検討
も行う。
⑦施設利用率は、昨年度より2.75ポイントの減であ
るが、類似団体との経年的な比較では上回ってい
る。今後は人口減少に伴い配水量が減少すると同時
に施設利用率も減少していくことが見込まれるため
現状及び将来の分析を行い適切な施設稼働を継続し
ていく。
⑧有収率は、昨年度より3.80ポイントの増となり類
似団体平均値よりも9.63ポイント高い。今後も引き
続き管路の漏水調査等、施設の維持管理に努め適切
な施設稼働を継続する。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は、年次的に増え、また
類似団体の平均を上回っており老朽化が徐々に進ん
でいることを表している。更新等の財源の確保や投
資計画が必要であるといえる。
②管路経年化率は、昨年度より1.13ポイント増で更
新の必要性は増加しているものの類似団体平均との
比較では下回っているので、今後も同様のペースで
管路の老朽化対策に取り組みたい。
③管路更新率は、昨年度より0.02ポイントの減で、
類似団体との比較では0.52ポイント上回った。今後
も機械設備の更新と管路の更新のバランスを保ちな
がら工事を計画的に行っていきたい。

2. 老朽化の状況
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【107.26】 【1.61】 【239.69】 【264.86】

【89.21】【60.21】【181.66】【97.59】

【52.41】 【26.78】 【0.59】



経営比較分析表（令和5年度決算）
宮崎県　三股町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 自治体職員 25,878 110.02 235.21 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

三股町は前年度より人口が0.4ポイント減少してお
り、今後は少子化による人口減少や、住民の節水意
識向上による給水収益の減少を見越して、費用削減
に取り組む必要がある。
　また老朽化の状況については令和2年度水道ビ
ジョンで示されたとおり、現行料金を維持しつつ財
政収支の均衡が可能な投資規模に沿って、今後も管
路更新事業を継続していきたい。

963.35 【】 令和5年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 71.79 99.91 2,640 25,760

全体総括

26.74

①経常収支比率は100％を超え、類似団体平均を
15.35ポイント上回っており、維持管理費用等を賄
える健全な経営を維持できている。
②累積欠損金比率は、引き続き0％である。
③流動比率は、100％を超え昨年度より6.03ポイン
ト増加した。類似団体平均を下回っているものの、
平均との差は昨年度より31.60ポイント縮小してお
り、引き続き計画的な執行で経営健全化を図ってい
きたい。
④企業債残高対給水収益比率は類似団体平均値を
133.89ポイント下回った。今後も数年間は起債予定
が無く、償還残高は年々減少していく見通しであ
る。
⑤料金回収率は、昨年度より13.29ポイント増加し
類似団体平均より20.07ポイント高くなっている。
今後も費用削減を意識し健全経営を図っていく。
⑥給水原価は、類似団体と比べ67.99円低く、安価
で提供できている。今後も継続していけるように投
資の効率化や維持管理費の削減等、経営改善の検討
も行う。
⑦施設利用率は、昨年度より3.45ポイントの減であ
るが、類似団体との経年的な比較では上回ってい
る。現状及び将来の分析を行い適切な施設稼働を継
続していく。
⑧有収率は、昨年度より3.32ポイントの増となり類
似団体平均値よりも5.04ポイント高い。今後も引き
続き管路の漏水調査等、施設の維持管理に努め適切
な施設稼働を継続する。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は、年次的に増え、また
類似団体の平均を上回っており老朽化が徐々に進ん
でいることを表している。更新等の財源の確保や投
資計画が必要であるといえる。
②管路経年化率は、昨年度より5.07ポイント増で更
新の必要性は増加しているものの類似団体平均との
比較では下回っているので、今後も同様のペースで
管路の老朽化対策に取り組みたい。
③管路更新率は、昨年度より0.25ポイントの減で、
類似団体との比較では0.54ポイント上回った。今後
も機械設備の更新と管路の更新のバランスを保ちな
がら工事を計画的に行っていきたい。

2. 老朽化の状況
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①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【108.24】 【1.50】 【243.36】 【265.93】
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経営比較分析表（令和4年度決算）
宮崎県　三股町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 自治体職員 25,992 110.02 236.25 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

　三股町は前年度より人口が0.4ポイント減少して
おり、今後は少子高齢化による人口減少や、住民の
節水に対する意識向上による給水収益の減少を見越
して、費用削減に取り組む必要がある。
　また老朽化の状況については令和2年度水道ビ
ジョンで示されたとおり、現行料金を維持しつつ財
政収支の均衡が可能な投資規模に沿って、今後も管
路更新事業を継続していきたい。

968.47 【】 令和4年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 69.17 99.85 2,640 25,897

全体総括

26.74

①経常収支比率は100％を超え、類似団体平均を
13.63ポイント上回っており、維持管理費用等を賄
える健全な経営を維持できている。
②累積欠損金比率は、引き続き0％である。
③流動比率は、100％を超え昨年度より15.57ポイン
ト増加した。類似団体平均と比べ70.36ポイント下
回っているものの、平均との差は昨年度より29.67
ポイント縮小しており、引き続き計画的な執行で経
営健全化を図っていきたい。
④企業債残高対給水収益比率は類似団体平均値を
75.28ポイント下回った。今後も数年間は起債予定
が無く、償還残高は年々減少していく見通しであ
る。
⑤料金回収率は、昨年度より13.01ポイントの減と
なっているものの、類似団体平均より7.44ポイント
高くなっている。今後はさらに費用削減を意識し健
全経営を図っていく。
⑥給水原価は、昨年度より2.67円の増だが、類似団
体と比べ64.79円低く、安価で提供できており、今
後も継続していけるように投資の効率化や維持管理
費の削減等、経営改善の検討も行う。
⑦施設利用率は、昨年度より1.19ポイントの減であ
るが、類似団体との経年的な比較では上回ってい
る。現状及び将来の分析を行い適切な施設稼働を継
続していく。
⑧有収率は、昨年度より0.68ポイントの増となり類
似団体平均値よりも1.49ポイント高い。今後も引き
続き管路の漏水調査等、施設の維持管理に努め適切
な施設稼働を継続する。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は、年次的に増え、また
類似団体の平均を上回っており老朽化が徐々に進ん
でいることを表している。更新等の財源の確保や投
資計画が必要であるといえる。
②管路経年化率は、昨年度より0.56ポイントの増
で、年次的に横ばいである。類似団体の平均との比
較では下回っている。今後も引き続き毎年計画的
に、老朽化した管路の更新及び石綿管の交換を行い
管路の老朽化対策に取り組みたい。
③管路更新率は、昨年度より0.55ポイントの増で、
類似団体との比較では0.70ポイント上回った。今後
も管路の更新ペースや状況の把握を行っていきた
い。

2. 老朽化の状況
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【108.70】 【1.34】 【252.29】 【268.07】

【89.76】【59.97】【174.75】【97.47】

【51.51】 【23.75】 【0.67】



経営比較分析表（令和3年度決算）
宮崎県　三股町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 自治体職員 26,098 110.02 237.21 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

　三股町は前年度より、人口は0.28％増加してお
り、給水収益は0.43％増で、事業収入全体では
0.32％の増となっている。一方、営業費用は1.89％
増だったが、事業費用全体では1.23％の増となっ
た。これら分析結果等より、安定した経営状況と言
える。
　経営の健全性、効率性について今後は、少子高齢
化により人口減少が予想されることや、住民の節水
に対する意識の向上等による収益の減少も考慮し、
さらなる費用削減や経営改善の計画と実施が必要で
ある。
　また、老朽化の状況について、施設や管路の老朽
化を経営戦略により、更新投資等に充てる財源の確
保や投資計画等の見直しを行っていく必要がある。

973.04 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 66.27 99.90 2,640 26,019

全体総括

26.74

①経常収支比率は、100％を超え、昨年度より
1.65％の増である。類似団体平均を14.86％上回
り、Ｈ27年度より毎年増加している。維持管理費用
等を賄える状況であり、健全な経営を維持してい
る。
②累積欠損金比率は、引き続き0％である。
③流動比率は、100％を超え昨年度より38.62％の増
であるが、類似団体平均より100.03％下回ってい
る。計画的な執行で経営健全化を図っていきたい。
④企業債残高対給水収益比率は、H28年度より毎年
減少している。類似団体平均値を70.41％下回っ
た。今後は、計画的な施設更新を行っていきたい。
⑤料金回収率は、100％を超え、昨年度より1.34％
の減となっているものの、類似団体平均よりも
15.03％高くなっている。費用削減や更新投資等に
充てる財源を確保し健全経営を図っていく。
⑥給水原価は、昨年度より1.62％の増だが、類似団
体と比べ60.66％低く、安価で提供できており、今
後も継続していけるように投資の効率化や維持管理
費の削減等、経営改善の検討も行う。
⑦施設利用率は、昨年度より3.32％の増で、類似団
体との経年的な比較でも上回っている。現状及び将
来の分析を行い適切な施設稼働を継続していく。
⑧有収率は、昨年度より3.36％の減となり類似団体
平均値よりも0.09％低い。管路の漏水調査等、施設
の維持管理に努め適切な施設稼働を継続する。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は、年次的に増え、また
類似団体の平均を上回っており老朽化が徐々に進ん
でいることを表している。更新等の財源の確保や投
資計画が必要であるといえる。
②管路経年化率は、昨年度より0.29％の増で、年次
的に横ばいである。類似団体の平均との比較では下
回っている。今後も引き続き毎年計画的に、老朽化
した管路の更新及び石綿管の交換を行い管路の老朽
化対策に取り組みたい。
③管路更新率は、昨年度より0.45％の増で、類似団
体との比較では0.17％上回った。今後も管路の更新
ペースや状況の把握を行っていきたい。

2. 老朽化の状況
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【111.39】 【1.30】 【261.51】 【265.16】

【90.12】【60.29】【167.74】【102.35】

【50.88】 【22.30】 【0.66】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

全体総括

　三股町は前年度より、人口は0.3％減少だった
が、給水収益は1.7％増で、事業収入全体では2.7％
の増となっている。一方、営業費用は0.6％減だっ
たが、事業費用全体では0.7％の増となった。これ
らより、安定した経営状況と言える。
　経営の健全性、効率性について今後は、少子高齢
化により人口減少が予想されることや、住民の節水
に対する意識の向上等による収益の減少も考慮し、
さらなる費用削減や経営改善の計画と実施が必要で
ある。
　また、老朽化の状況について、施設や管路の老朽
化を経営戦略により、更新投資等に充てる財源の確
保や投資計画等の見直しを行っていく必要がある。
((今年26026人/前年26099人)-1)*100≒-0.279本調
査参考
((347176389/341478175)-1)*100≒1.669給水収益
((296323838/298198385)-1)*100≒-0.628営業費用

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、100％を超え、昨年度より
3.06％の増である。類似団体平均を13.7％上回り、
Ｈ27年度より毎年増加している。維持管理費用等を
賄えられる状況であり、健全な経営を維持してい
る。
②累積欠損金比率は、引き続き0％である。
③流動比率は、100％を超えているが、昨年度より
83.83％の減で、類似団体平均より127.64％下回っ
ている。計画的な執行で経営健全化を図っていきた
い。
④企業債残高対給水収益比率は、H28年度より毎年
減少している。類似団体平均値を62.19％下回っ
た。今後は、計画的な施設更新を行っていきたい。
⑤料金回収率は、100％を超え、昨年度より3.06％
の増となっている。また、類似団体平均よりも
19.18％高くなっている。費用削減や更新投資等に
充てる財源を確保し健全経営を図っていく。
⑥給水原価は、昨年度より4.08％の減で、類似団体
と比べ61.87％低く、安価で提供できており、今後
も継続していけるように投資の効率化や維持管理費
の削減等、経営改善の検討も行う。
⑦施設利用率は、昨年度より4.14％の増で、類似団
体との経年的な比較でも上回っている。現状及び将
来の分析を行い適切な施設稼働を継続していく。
⑧有収率は、昨年度より2.68％の減となったが、類
似団体平均値よりも3.26％高い。施設の維持管理に
努め適切な施設稼働を継続する。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は、年次的に増え、また
類似団体の平均を上回っており老朽化が徐々に進ん
でいることを表している。更新等の財源の確保や投
資計画が必要であるといえる。
②管路経年化率は、昨年度より0.3％の増で、年次
的に横ばいである。類似団体の平均との比較では下
回っている。今後も引き続き毎年計画的に、老朽化
した管路の更新及び石綿管の交換を行い管路の老朽
化対策に取り組みたい。
③管路更新率は、昨年度より0.96％の減で、類似団
体との比較では0.33％下回った。今後も管路の更新
ペースや状況の把握を行っていきたい。

2. 老朽化の状況

－

- 62.93 99.82 2,640 26,020 26.74 973.07 【】

110.02 236.56 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置 26,026

経営比較分析表（令和2年度決算）
宮崎県　三股町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

経営比較分析表（令和元年度決算）
宮崎県　三股町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

110.02 237.22 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置 26,099

－

- 61.73 99.85 2,640 26,014 14.13 1,841.05 【】

全体総括

　三股町は昨年度より、人口は0.2％増加したが、
給水収益は0.4％減少で、事業収入全体では0.1％の
減少となっている。また、営業費用は0.4％増加し
たが、事業費用全体では0.4％の減少だった。
　経営の健全性、効率性について今後は、少子高齢
化により人口減少も予想されることや、住民の節水
に対する意識の向上等による収益の減少も考慮し、
さらなる費用削減や経営改善の計画と実施が必要で
ある。
　また、老朽化の状況について、施設や管路の老朽
化を経営戦略により、更新投資等に充てる財源の確
保や投資計画等の見直しを行っていく必要がある。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、昨年度より0.16％の増、比率は
100％を超えている。類似団体平均を10.38％上回
り、Ｈ27年度より毎年増加。維持管理費用等を賄え
られる状況であり、健全な経営を維持している。
②累積欠損金比率は、引き続き0％である。
③流動比率は、昨年度より21.19％の増であるが、
類似団体平均より55.34％下回っている。計画的な
執行で経営健全化を図っていきたい。
④企業債残高対給水収益比率は、類似団体平均値を
6.93％下回った。経年的に減少してきている。企業
債の借り入れ予定はなく給水収益に対する企業債残
高の割合は減少していくと考えられる。
⑤料金回収率は、100％を超え、類似団体平均より
も高くなっているが、昨年度を0.37％下回った。費
用削減や更新投資等に充てる財源を確保し健全経営
を図っていく。
⑥給水原価は、昨年度より0.25％の増だが、類似団
体との比較では安価で提供できており、今後も継続
していけるように投資の効率化や維持管理費の削減
等、経営改善の検討も行う。
⑦施設利用率は、昨年度より3.16％の増で、類似団
体との経年的な比較でも上回っている。現状分析を
行い適切な施設稼働を継続していく。
⑧有収率は、昨年度より4.57％の減となったが、経
年的に類似団体平均値よりも高くなっている。施設
の維持管理に努め適切な施設稼働を継続する。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は、経年的に増え、また
類似団体の平均を上回っており老朽化が徐々に進ん
でいることを表している。更新等の財源の確保や投
資計画が必要であるといえる。
②管路経年化率は、昨年度より0.14％の減で、経年
的に横ばいである。類似団体の平均との比較では下
回っている。今後も引き続き毎年計画的に、老朽化
した管路の更新及び石綿管の交換を行い管路の老朽
化対策に取り組んでいきたい。
③管路更新率は、昨年度より0.25％の増で、経年的
にも上がってきており、類似団体との比較でも
0.64％上回っている。今後も管路更新に重点を置い
た事業を行っていきたい。

2. 老朽化の状況
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【112.01】 【1.08】 【264.97】 【266.61】

【89.80】【60.00】【168.38】【103.24】

【49.59】 【19.44】 【0.68】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

全体総括

三股町は、人口が増加しており給水収益も減少傾向
にはないが、今後は少子高齢化により人口減少も予
想されることや、住民の節水に対する意識の向上等
による収益の減少も考慮し、さらなる費用削減や経
営改善の計画と実施が必要である。
　また、施設や管路の老朽化についても経営戦略に
より、更新投資等に充てる財源の確保や投資計画等
の見直しを行っていく必要がある。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、昨年度より0.9％の増で、比率
は100％を超えている。類似団体平均より9.96％上
回り、平成27年度より毎年増加が続いている。維持
管理費用等を賄えられる状況であり、健全な経営を
維持している。
②累積欠損金比率は、引き続き0％である。
③流動比率は、昨年度より23.8％の減であるが経年
的比較では増加している。計画的な執行で経営健全
化を図っていきたい。
④企業債残高対給水収益比率は、類似団体平均値と
比較すると少し上回っているが、経年的にはその差
は少なくなってきている。企業債の借り入れ予定は
なく給水収益に対する企業債残高の割合は減少して
いくと考えられる。
⑤料金回収率は、100％を超え昨年度を上回り、類
似団体平均よりも高くなっている。今後とも費用削
減や更新投資等に充てる財源を確保し健全経営を
図っていく。
⑥給水原価は、類似団体と比較して安価で提供でき
ており、今後も継続していけるように投資の効率化
や維持管理費の削減等、経営改善の検討も行う。
⑦施設利用率は、類似団体と経年比較しても高い数
値にあり、今後とも現状分析を行い適切な施設稼働
を継続していく。
⑧有収率は、経年的に90％を超え類似団体平均値よ
りも高くなっている。今後とも施設の維持管理に努
め適切な施設稼働を継続していく。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は、経年的に増え、また
類似団体の平均を上回っており老朽化が徐々に進ん
でいることを表している。更新等の財源の確保や投
資計画が必要であるといえる。
②管路経年化率は、経年的に横ばいであり、類似団
体の平均との比較では低くなっている。今後も引き
続き毎年計画的に、老朽化した管路の更新及び石綿
管の交換を行い管路の老朽化対策に取り組んでいき
たい。
③管路更新率は、上がってきており、類似団体との
比較でも上回っている。今後も管路更新に重点を置
いた事業を行っていきたい。

2. 老朽化の状況

－

- 59.13 99.86 2,592 25,964 14.13 1,837.51 【】

110.02 237.06 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置 26,081

経営比較分析表（平成30年度決算）
宮崎県　三股町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【112.83】 【1.05】 【261.93】 【270.46】

【89.92】【60.27】【167.11】【103.91】

【48.85】 【17.80】 【0.70】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

三股町は、県内の町村でも唯一人口が増加してお
り、給水収益も年々増益傾向にあり健全経営が図ら
れているといえる。しかし、今後少子高齢化により
人口が減少することが予想されることや、住民の節
水に対する意識の向上により、収益が減少すること
も考慮し、更なる費用削減が必要となっている。
　また、施設の老朽化についても、資産管理するこ
とで今後の更新時期に備えるため、計画的に整備を
行っていく必要がある。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

「施設全体の減価償却の状況」については、有形固
定資産減価償却率で表れているように、平成23年度
から継続して行われてきた施設更新事業が平成26年
度で終了したことで、いったん減少したものの、そ
れ以降徐々に増加している。
　「管路の経年化の状況」については、毎年、計画
的に管路の更新を行っているため、管路の老朽化率
は徐々に減少していくと考えられる。今後も計画的
な更新を行い、老朽化対策を進めていく必要があ
る。
　「管路の更新投資の実施状況」については、平成
26年度で施設更新事業が終了したのに伴い、27年度
以降は管路更新事業を重点的に実施しており、管路
更新率は今後さらに改善していくと考えられます。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①.経常収支比率は、100％を超えており、また類似
団体平均も上回っている。今後も給水収益等の収益
で水道事業の維持管理等の費用を十分賄える状況で
あり、健全な経営状況の維持が可能と考える。
②累積欠損金は無し。
③流動比率について、流動資産は増加傾向にあり、
流動負債については減少傾向にある。類似団体平均
との差もわずかとなっている。このことにより、今
後とも計画的な予算執行を行うことで経営の健全化
を図っていく。
④企業債残高対給水収益化率については、類似団体
平均値と比較すると、かなり高くなっているが、現
在のところ施設管路等の老朽化に伴う企業債の借入
予定はないため、給水収益に対する企業債残高は今
後も減少していくと考えられる。
⑤ 料金回収率については、100％を超えており、類
似団体平均値よりも高くなっている。今後と更新投
資等の財源を確保するとともに、更なる費用削減を
行うことで経営の健全化を図っていく。
⑥ 給水原価については、類似団体と比較すると安
価で供給できており、今後と継続して費用の効率性
を図っていく。
⑦ 施設の効率性については、類似団体平均値と比
較すると高い数値にあり、今後も適切な施設稼動を
継続していく必要がある。
⑧ 有収率については平均で90％以上となってお
り、今後も適切な施設稼動を継続していく。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 57.15 98.22 2,592 25,536 14.13 1,807.22 【】

110.02 236.76 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2)

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 自治体職員 26,048

経営比較分析表（平成29年度決算）
宮崎県　三股町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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平均値 106.55 110.01 111.21 111.71 110.05

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 44.11 42.98 44.93 47.00 48.53

平均値 39.06 46.66 47.46 48.49 48.05
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2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 7.34 7.79 7.46 9.20 9.51

平均値 8.87 9.85 9.71 12.79 13.39

①経常収支比率(％)
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2.00
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6.00

8.00

10.00

12.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 9.56 2.80 1.93 1.72 2.64

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 2,087.69 228.09 265.13 279.27 326.35

平均値 963.24 381.53 391.54 384.34 359.47

0.00

100.00

200.00

300.00
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600.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 517.69 531.87 501.60 470.21 445.17

平均値 400.38 393.27 386.97 380.58 401.79
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95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 111.29 113.70 106.58 106.78 110.04

平均値 96.56 100.47 101.72 102.38 100.12
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140.00

160.00

180.00

200.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 122.22 119.82 128.01 127.87 124.31

平均値 177.14 169.82 168.20 168.67 174.97
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20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 72.76 67.30 67.21 63.45 68.62

平均値 55.64 55.13 54.77 54.92 55.63
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40.00
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当該値 87.85 93.06 92.86 99.36 91.48

平均値 83.09 83.00 82.89 82.66 82.04

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【113.39】 【0.85】 【264.34】 【274.27】

【89.93】【60.41】【165.71】【104.36】

【48.12】 【15.89】 【0.69】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

三股町は、県内の町村でも唯一人口が増加してお
り、給水収益も年々増益傾向にあり健全経営が図ら
れているといえます。しかし、今後少子化により人
口が減少することが予想されることや住民の節水に
対する意識の向上により、収益が減少することも考
慮し、更なる費用削減が必要となっています。
　また、施設の老朽化についても、資産管理するこ
とで今後の更新時期に備えるため、計画的に整備を
行っていく必要があります。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

「施設全体の減価償却の状況」については、有形固
定資産減価償却率で表れているように、数年間継続
してきた施設更新事業が平成26年度で終了したこと
により、減価償却率は平成26年度いったん減少した
ものの、今後は徐々に増加していくと考えられ、類
似団体と同じ状況がつづくと考えられます。
「管路の経年化の状況」については、昨年度に比べ
1.8％増加したものの、毎年、計画的に老朽化した
管路の更新を行い石綿管の交換等を実施しているた
め、管路の老朽化は徐々に減少していくと考えられ
ます。今後も計画的な更新を行い、老朽化対策を進
めていく必要があります。
「管路の更新投資の実施状況」については、昨年度
に比べ0.09％減少しているものの、今後は管路更新
に重点をおいた事業を実施する為、管路更新率は
徐々に改善していくと考えられます。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

① 経常収支比率は、黒字であることを示す100％以
上となっており、類似団体平均値より上回っていま
す。また、昨年度からすると3.78％の増となってい
ます。今後とも給水収益等の収益で維持管理等の費
用を十分に賄えると考えられ健全的経営となってい
ます。
② 累積欠損金比率はありません。
③ 流動比率については、流動資産は増加傾向にあ
り、流動負債については減少傾向にあります。この
ことにより、今後とも計画的な執行を行うことで経
営の健全化を図っていきます。
④ 企業債残高対給水収益比率については、類似団
体平均値と比較するとかなり高くなっていますが、
現在のところ施設管路等の老朽化に伴う起債の借入
予定はないため、今後とも給水収益に対する企業債
残高の割合は減少していくと考えられます。
⑤ 料金回収率については、100％を越え回収率は類
似団体平均値よりも高くなっています。今後とも更
新投資等の財源を確保するとともに更なる費用削減
を行うことで経営の健全化が図られます。
⑥ 給水原価については、類似団体と比較すると安
価で供給できており、今後とも継続して安い費用で
賄えることがわかります。
⑦ 施設の効率性については、類似団体平均値と比
較すると高い数値にあり今後とも適切な施設稼動を
継続していく必要があります。
⑧ 有収率については、年々100％に近づいており、
今後とも適切な施設稼動を継続していきます。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 54.59 98.09 2,592 25,530 14.13 1,806.79 【】

110.02 236.81 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2)

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置 26,054

経営比較分析表（平成28年度決算）
宮崎県　三股町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

0.00
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0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.66 0.81 0.41 0.65 0.54

平均値 0.67 0.67 0.66 0.99 0.71

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

125.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 118.86 119.68 121.42 113.79 117.57

平均値 107.57 106.55 110.01 111.21 111.71

0.00
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20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 42.94 44.11 42.98 44.93 47.00

平均値 38.07 39.06 46.66 47.46 48.49

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 7.59 7.34 7.79 7.46 9.20

平均値 7.73 8.87 9.85 9.71 12.79

①経常収支比率(％)

0.00

2.00

4.00

6.00
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12.00
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当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 9.34 9.56 2.80 1.93 1.72
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当該値 581.57 2,087.69 228.09 265.13 279.27

平均値 915.50 963.24 381.53 391.54 384.34
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当該値 513.01 517.69 531.87 501.60 470.21

平均値 404.78 400.38 393.27 386.97 380.58
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当該値 109.57 111.29 113.70 106.58 106.78

平均値 98.07 96.56 100.47 101.72 102.38
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140.00

160.00

180.00

200.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 123.70 122.22 119.82 128.01 127.87

平均値 172.26 177.14 169.82 168.20 168.67
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当該値 70.79 72.76 67.30 67.21 63.45

平均値 55.68 55.64 55.13 54.77 54.92
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当該値 89.30 87.85 93.06 92.86 99.36

平均値 83.18 83.09 83.00 82.89 82.66

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】

【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

【47.91】 【15.00】 【0.76】


